
地震災害の歴史（明治以降）
発生年月日 Ｍ 地震名 死者

不明者
最大
震度

最大震度を観測
した観測点（地方）

明治５（1872）年
３月14日 7.1 浜田地震 死者約550 不明 −

明治24（1891）年
10月28日 8 濃尾地震 死者7,273 −6 岐阜、愛知、滋賀、

三重県の一部
明治27（1894）年
10月22日 7 庄内地震 死者726 −5 山形県の西部

明治29（1896）年
６月15日 8.5 明治三陸地震 死者21,959 （2～3） 岩手県を中心に北海道、東北地方

明治29（1896）年
８月31日 7.2 陸羽地震 死者209 −5 秋田、岩手、山形県

の一部
大正12（1923）年

９月1日 7.9 関東地震
（関東大震災）

死・不明
10万5千余 −6 東京都東京など６点

大正14（1925）年
５月23日 6.8 北但馬地震 死者428 −6 兵庫県豊岡

昭和２（1927）年
３月７日 7.3 北丹後地震 死者2,925 6 京都府宮津測候所な

ど２点
昭和５（1930）年
11月26日 7.3 北伊豆地震 死者272 6 静岡県三島市東本町

昭和８（1933）年
３月３日 8.1 昭和三陸地震 死・不明3,064 5 岩手県宮古市鍬ヶ崎

など６点
昭和18（1943）年
９月10日 7.2 鳥取地震 死者1,083 6 鳥取県鳥取市吉方

昭和19（1944）年
12月７日 7.9 東南海地震 死・不明1,223 6 三重県津市島崎町な

ど２点
昭和20（1945）年
１月13日 6.8 三河地震 死者2,306 5 三重県津市島崎町

昭和21（1946）年
12月21日 8 南海地震 死者1,330 5 和歌山県串本町潮岬

など17点
昭和23（1948）年
６月28日 7.1 福井地震 死者3,769 6 福井県福井市豊島

昭和35（1960）年
５月23日 9.5 チリ地震津波 死・不明142 − 震度１以上を観測し

た地点なし
昭和58（1983）年
５月26日 7.7 日本海中部地震 死者104 5 秋田県秋田市山王な

ど３点
平成５（1993）年
７月12日 7.8 北海道南西沖地震 死者202

不明28 5 北海道寿都町新栄な
ど４点

平成７（1995）年
１月17日 7.3 兵庫県南部地震

（阪神・淡路大震災）
死者6,434
不明3 7 神戸市等阪神淡路地

域
平成12（2000）年
10月６日 7.3 鳥取県西部地震 負182 6強 鳥取県西部

平成13（2001）年
３月24日 6.7 芸予地震 死2

負288 6弱 安芸灘

平成15（2003）年
９月26日 8 十勝沖地震 死1不明1

負849 6弱 釧路沖〔十勝沖〕

平成16（2004）年
10月23日 6.8 新潟県中越地震 死68

負4,805 7 新潟県中越地方

平成19（2007）年
３月25日 6.9 能登半島地震 死1

負356 6強 能登半島沖

平成19（2007）年
７月16日 6.8 新潟県中越沖地震 死15

負2,345 6強 新潟県上中越沖

平成20（2008）年
６月14日 7.2 岩手・宮城内陸地

震 死・不明23 6強 岩手県内陸

　

家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
自

分
が
地
震
の
被
害
か
ら
生
き
残
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、　

職
場
や
自
宅
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の
80
％
、

約
５
，
０
０
０
人
の
人
々
が
、
倒
壊
し
た
家

屋
や
家
具
、
家
電
製
品
の
下
敷
き
と
な
り
、

圧
死
・
窒
息
死
に
よ
り
死
亡
し
ま
し
た
。
寝

室
に
あ
る
家
具
や
家
電
製
品
を
移
動
し
、
転

倒
を
防
止
す
る
ほ
ん
の
少
し
の
工
夫
で
、
命

が
救
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
宅
や
職

場
の
家
具
な
ど
の
配
置
を
見
直
し
、
安
全
に

避
難
す
る
方
法
を
考
え
て
、
地
震
に
冷
静
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
意
識
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
大
規
模
災
害
時
に
は
電
話
が
ふ
く
そ

う
し
、
家
族
や
友
人
の
安
否
が
確
認
で
き
な

い
状
況
も
発
生
し
ま
す
。
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
ど
う
や
っ
て
連
絡
を
と
る
か
、
ど
こ
に
避

難
す
る
か
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
１
７
１
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（h
ttp
://w

w
w
.n
tt-w

e
s
t.c
o
.jp
/

dengon/)

も
電
話
が
通
じ
な
い
と
き
の
安

否
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

震
災
で
は
、
倒
壊
家
屋
の
下
か
ら
救
出
さ

れ
た
人
の
３
／
４
は
、
地
域
住
民
が
助
け
出

し
た
と
言
わ
れ
、「
共
助
」の
力
が
見
直
さ
れ
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
淡
路
島
の
北
淡
町
で
は
、
約
６
割

の
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
く
の
住
民
が
生
き
埋

め
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
く
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
の
位
置

を
近
隣
住
民
が
的
確
に
把
握
し
て
い
た
た
め
、

地
震
発
生
か
ら
80
時
間
の
間
に
、
生
き
埋
め

に
な
っ
た
３
０
０
人
全
員
を
消
防
団
や
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
救
助
し
、
犠
牲
者
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

　

五
條
市
で
も
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
防
災

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
市
民
が
組
織
す
る
自
主
防
災
会

は
奈
良
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
組
織
率

を
誇
り
、
市
や
消
防
本
部
、
消
防
団
、
赤
十

字
奉
仕
団
な
ど
の
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

た
防
災
訓
練
や
救
急
救
命
講
習
、
地
図
上
で

災
害
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
図
上
訓
練

な
ど
、
自
主
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
の
防
災
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
家
族
を
守
り
、
地
域
を
守
る
た
め
、

み
な
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
奈
良
県
で
は
大
き
な
地
震
が
発
生
し

て
い
な
い
た
め
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
地

震
と
縁
遠
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

地
震
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
そ
の
記
録

は
奈
良
県
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
古
い
地
震
の
記
録
は
、
西
暦
４
１
６

年
８
月
23
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
日
本
書
紀
」に「
な
い
ふ
る
」（“
な
い
”地
面

の
こ
と
で
、“
ふ
る
”は
揺
れ
る
と
い
う
意
味
）

と
記
さ
れ
た
、
当
時
の
大
和
国
、
私
た
ち
が

住
む
奈
良
県
で
発
生
し
た
地
震
の
記
録
で
す
。

ま
た
５
９
９
年
５
月
28
日
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
地
震
の
被
害
の

記
録
が
は
じ
め
て
書
き
残
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
奈
良
県
で
発
生
し
た
地
震
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
数
百
年
、
数
千
年
前
か
ら
地
震
は

繰
り
返
し
発
生
し
、
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

近
辺
に
存
在
す
る
活
断
層
を
見
て
も
、
こ
の

五
條
市
は
決
し
て
地
震
に
縁
の
な
い
地
域
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
震
は
長
い
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
、
発
生

す
る
時
期
や
被
害
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
台
風
な
ど
に
比
べ
十
分
な
対
策

を
と
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
地
震
は

必
ず
起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
日
で
あ
っ
て

も
、
明
日
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
規
模
地
震
は
、
人
間
の
手
で
食
い

止
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
被
害
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
が
、
被
害
の
程
度

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、「
自
助
、
共

助
、
公
助
」の
力
が
一
体
と
な
っ
て
地
震
に

対
し
て
の
備
え
を
行
い
、
自
分
自
身
、
家
族
、

隣
近
所
、
地
域
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
地

震
が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
の
方
法
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�


